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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 2,445 △0.9 302 13.4 304 12.6 201 △9.7

2021年３月期第１四半期 2,467 △2.6 267 △10.4 270 △8.9 222 △9.6
(注)包括利益 2022年３月期第１四半期 221百万円( △8.3％) 2021年３月期第１四半期 241百万円( 17.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 12.34 12.32

2021年３月期第１四半期 13.67 13.63
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 22,388 13,951 62.3

2021年３月期 22,846 13,841 60.6
(参考) 自己資本 2022年３月期第１四半期 13,947百万円 2021年３月期 13,836百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 3.00 － 5.00 8.00

2022年３月期 －

2022年３月期(予想) 3.00 － 4.50 7.50
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,020 △1.6 540 △14.9 530 △14.5 360 △30.0 22.05

通期 10,240 0.3 1,110 △12.1 1,080 △11.6 740 △25.7 45.33
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注)詳細は、(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更)をご参照下さい。
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 16,398,110株 2021年３月期 16,396,110株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 129,845株 2021年３月期 72,745株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 16,301,582株 2021年３月期１Ｑ 16,286,827株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料3ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第1四半期連結累計期間における我が国経済は、海外経済の回復に伴う輸出の増加を背景に製造業などが立ち直り

の動きを見せましたが、飲食・娯楽を中心として国内消費は依然と低迷し、厳しい経済情勢で推移しました。

倉庫物流業界におきましても、荷動きの低迷により保管残高や入出庫数量の減少が見られ、先行きが不透明な状況

となっております。

このような情勢のもと、当社グループは業務のより一層の効率化を行い高品質の物流サービスを提供して、顧客満

足度を向上させることを目指してまいりました。

当第1四半期連結累計期間における当社グループの営業収益は24億4千5百万円となり、前年同四半期に比べ2千2百万

円（0.9％）の減収となりました。しかし、営業原価は19億1千3百万円となり、前年同四半期に比べ3千8百万円（2.0

％）減少し、販売費及び一般管理費は2億2千8百万円となり、前年同四半期に比べ2千万円（8.1％）減少しました。こ

れらにより営業利益は3億2百万円となり、前年同四半期に比べ3千5百万円（13.4％）の増益となりました。経常利益

は3億4百万円となり前年同四半期に比べ3千4百万円（12.6％）の増益となりましたが、計画的に実施していた投資有

価証券の売却が前期で完了したため、当第1四半期連結累計期間においては売却益が発生せず、親会社株主に帰属する

四半期純利益は2億1百万円となり、前年同四半期に比べ2千1百万円（9.7％）の減益となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。)

等を当第1四半期連結会計期間の期首から適用しております。詳細については2.四半期連結財務諸表及び主な注記 (3)

四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更) (収益認識に関する会計基準等の適用)をご参照下さい。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

(物流事業)

倉庫業務は日用品、農産品などの新規取扱が開始され、前年同四半期に比べ保管料や荷役荷捌料の収入が増加しま

した。運送業務は貨物配送に若干の回復が見られたものの、移転作業の取扱が減少しました。なお、収益認識会計基

準の適用により、倉庫業務の営業収益及び営業原価がそれぞれ4千2百万円減少しております。この結果、外部顧客に

対する営業収益は20億1千9百万円となり、前年同四半期に比べ3千6百万円（1.8％）の減収となりましたが、営業原価

で外注運送費や減価償却費などが減少し、セグメント利益は1億4千4百万円となり、前年同四半期に比べ1千3百万円

（10.5％）の増益となりました。

(不動産事業）

前期後半より新規物件が稼働を開始し、外部顧客に対する営業収益は3億2千6百万円となり、前年同四半期に比べ6

百万円（1.9％）の増収となりました。しかし減価償却費や租税公課などが増加したことにより、セグメント利益は2

億4千6百万円となり、前年同四半期に比べ6百万円（2.8％）の減益となりました。

(その他の事業）

ゴルフ練習場は入場者数が大幅に増加し、営業収益が7千5百万円となり増収となりました。売電事業は日照量の減

少により発電量が減少したため、営業収益が2千4百万円となり減収となりました。

以上により、その他の事業の営業収益は9千9百万円となり、前年同四半期に比べ7百万円（8.5％）の増収となりま

した。 セグメント利益は4千5百万円となり、前年同四半期に比べ9百万円（27.2％）の増益となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第1四半期連結会計期間末の資産合計は223億8千8百万円となり、前連結会計年度末に比べ4億5千8百万円減少しま

した。これは、流動資産において受取手形及び売掛金が減少し、固定資産において投資有価証券が減少したことなど

によります。負債合計は84億3千6百万円となり、前連結会計年度末に比べ5億6千8百万円減少しました。これは、流動

負債において未払法人税等が減少し、固定負債において長期借入金が減少したことなどによります。純資産合計は139

億5千1百万円となり、前連結会計年度末に比べ1億1千万円増加しました。これは、株主資本の利益剰余金が増加した

ことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年3月期の連結業績予想は新型コロナウイルス感染症の影響が通期にわたり継続するとの仮定のもと、本日現在

において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える可能性のある要因を織り込んで作成しております。現在のと

ころ概ね期初予想に沿って推移しており、2021年4月30日に公表した連結業績予想を据え置いております。今後何らか

の変更がある場合には速やかに開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,336,967 3,265,620

受取手形及び売掛金 1,127,682 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 906,056

リース投資資産（純額） 2,821,401 2,800,307

その他 149,528 236,337

貸倒引当金 △4,050 △3,774

流動資産合計 7,431,528 7,204,547

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,874,987 7,839,711

機械装置及び運搬具（純額） 452,095 430,285

工具、器具及び備品（純額） 152,799 150,092

土地 4,521,172 4,521,172

リース資産（純額） 15,384 18,304

建設仮勘定 30,987 －

有形固定資産合計 13,047,426 12,959,567

無形固定資産

借地権 295,290 295,290

その他 802,454 806,366

無形固定資産合計 1,097,744 1,101,656

投資その他の資産

投資有価証券 869,902 723,799

繰延税金資産 159,525 140,742

その他 262,126 279,616

貸倒引当金 △21,387 △21,387

投資その他の資産合計 1,270,168 1,122,771

固定資産合計 15,415,338 15,183,994

資産合計 22,846,867 22,388,542

　



株式会社杉村倉庫(9307) 2022年３月期 第１四半期決算短信

―5―

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 360,866 271,018

1年内返済予定の長期借入金 1,532,872 1,200,723

未払金 51,601 133,754

リース債務 6,900 7,177

未払法人税等 255,003 8,882

未払消費税等 80,130 127,545

賞与引当金 187,342 96,227

未払費用 230,248 282,494

その他 130,729 281,321

流動負債合計 2,835,696 2,409,146

固定負債

長期借入金 4,932,905 4,782,173

長期預り金 143,413 143,413

リース債務 11,315 13,942

繰延税金負債 72,698 109,357

役員退職慰労引当金 209,818 182,390

退職給付に係る負債 760,175 757,028

資産除去債務 35,490 35,602

その他 3,870 3,870

固定負債合計 6,169,687 6,027,777

負債合計 9,005,383 8,436,924

純資産の部

株主資本

資本金 2,626,869 2,627,249

資本剰余金 2,420,815 2,421,193

利益剰余金 8,654,310 8,773,775

自己株式 △36,768 △67,170

株主資本合計 13,665,226 13,755,047

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 215,414 233,593

退職給付に係る調整累計額 △43,901 △41,640

その他の包括利益累計額合計 171,512 191,952

新株予約権 4,745 4,617

純資産合計 13,841,484 13,951,617

負債純資産合計 22,846,867 22,388,542
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

営業収益 2,467,978 2,445,439

営業原価 1,952,269 1,913,948

営業総利益 515,708 531,490

販売費及び一般管理費

給料及び手当 135,883 124,135

その他 112,772 104,413

販売費及び一般管理費合計 248,655 228,548

営業利益 267,053 302,942

営業外収益

受取利息 1 －

受取配当金 21,174 17,481

社宅使用料 7,207 7,289

その他 5,494 5,637

営業外収益合計 33,877 30,408

営業外費用

支払利息 21,610 17,696

支払手数料 5,744 6,067

その他 3,238 5,190

営業外費用合計 30,594 28,953

経常利益 270,337 304,397

特別利益

投資有価証券売却益 61,149 －

特別利益合計 61,149 －

特別損失

投資有価証券売却損 256 2,171

特別損失合計 256 2,171

税金等調整前四半期純利益 331,230 302,225

法人税、住民税及び事業税 46,162 54,949

法人税等調整額 62,446 46,194

法人税等合計 108,609 101,143

四半期純利益 222,620 201,082

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 222,620 201,082
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益 222,620 201,082

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 17,786 18,179

退職給付に係る調整額 1,195 2,260

その他の包括利益合計 18,982 20,440

四半期包括利益 241,603 221,522

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 241,603 221,522

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、

物流事業の一部取引を代理人取引と判定し、当該取引について純額で収益を認識する方法に変更いたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第1四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第1四

半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しておりますが、当該期首残高に与える影響はありません。

その結果、当第1四半期連結累計期間の営業収益及び営業原価がそれぞれ4千2百万円減少しましたが、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

することとしました。

（時価の算定に関する会計基準の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与

える影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第1四半期連結累計期間(自 2020年4月1日 至 2020年6月30日)

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2

物流事業 不動産事業
その他の
事業

計

営 業 収 益

外部顧客に対する営業
収益

2,055,707 320,468 91,803 2,467,978 － 2,467,978

セグメント間の内部営
業収益又は振替高

7,200 37,709 10,440 55,349 △55,349 －

計 2,062,907 358,178 102,243 2,523,328 △55,349 2,467,978

セグメント利益 130,384 253,324 36,153 419,862 △152,809 267,053

(注)1 調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額152,809千円は、各報告セグメントに配分されていない全社費用であります。全社費

用は、親会社の本社管理部門に係る費用であります。

2 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第1四半期連結累計期間(自 2021年4月1日 至 2021年6月30日)

1.報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2

物流事業 不動産事業
その他の
事業

計

営 業 収 益

外部顧客に対する営業
収益

2,019,246 326,587 99,605 2,445,439 － 2,445,439

セグメント間の内部営
業収益又は振替高

6,570 37,709 9,810 54,089 △54,089 －

計 2,025,816 364,297 109,415 2,499,529 △54,089 2,445,439

セグメント利益 144,051 246,341 45,994 436,387 △133,445 302,942

(注)1 調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額133,445千円は、各報告セグメントに配分されていない全社費用であります。全社費

用は、親会社の本社管理部門に係る費用であります。

2 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2.報告セグメントの変更等に関する情報

(収益認識に関する会計基準等の適用)

注記事項 (会計方針の変更) (収益認識に関する会計基準等の適用)に記載の通り、当第1四半期連結会計期間の

期首より収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会計処理の方法を変更したため、事業セグメントの利

益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第1四半期連結累計期間におけるセグメント営業収益は物流事業セグメン

トで4千2百万円減少しております。セグメント利益に与える影響はありません。

　


